
�
�

�
�

今
年
は
四
年
に
一
度
巡
る
閏
年

う
る
う
ど
し

、
一
年
が
一
日
多
い
三

百
六
十
六
日
、
二
月
が
閏
月
、
末
日
が
二
十
九
日
の
閏
日
。

そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
。
開
催
都
市
は

ロ
ン
ド
ン
。
去
年
、
流
行
語
の
年
間
大
賞
に
選
ば
れ
た

｢

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン｣

女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
も
出

場
権
を
獲
得
し
た
。
三
月
十
一
日
突
如
と
し
て
襲
っ
た
巨

大
地
震
と
大
津
波
、
そ
し
て
福
島
原
発
事
故
と
未
曾
有
の

大
災
害
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
中
が
悲
し
み
と
絶
望
に
包

ま
れ
る
中
、
勇
気
と
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
の
が

女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
▼
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
こ
の
大
震
災
か
ら
多
く
の
事
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
教
訓
で
も
あ
る
。

震
災
発
生
後
、
困
難
な
状
況
の
中
、
被
災
者
は
秩
序
正
し

く
冷
静
な
行
動
を
取
っ
た
。
そ
の
日
本
人
の
高
い
道
徳
心

は
世
界
か
ら
称
賛
を
浴
び
た
。
ま
た
、
改
め
て
命
の
尊
さ

を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
津
波
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
南
三
陸
町
。
当
時
、
役
場

の
防
災
担
当
女
性
職
員

(

当
時
二
十
四
歳)

は
庁
舎
三
階

で

｢

六
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
ま
す
。
高
台
へ
非
難
し
て

く
だ
さ
い｣

と
放
送
で
呼
び
か
け
続
け
た
。
や
が
て
、
予

想
を
は
る
か
に
超
え
た
大
津
波
が
襲
い
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
最
後
は
声
が
震
え
て
い
た
と
い
う
。
大
変
悲
し
く
辛

い
話
だ
が
、
あ
え
て
紹
介
し
た
。
自
分
の
命
を
か
け
て
、

最
後
ま
で
責
任
を
全
う
し
た
人
た
ち
に
救
わ
れ
た
多
く
の

命
が
あ
る
事
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
使
命

感
の
尊
さ
、
気
高
さ
を
伝
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。
去
年
の
漢
字
一
文
字

｢�
｣

、
震
災
復
興
の
心
一
つ

に
、
掛
け
声
が
薄
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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金木・太刀

弓矢

兜

清前

追儺祭神具

難波の小池
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午
前
零
時
、
新
年
の
幕
明
け

を
告
げ
る
大
太
鼓
が
境
内
に
鳴

り
響
く
と
、
八
方
除
の
御
神
威

の
更
な
る
発
揚
を
祈
る

｢

八
方

除
祭｣

、
続
い
て

｢

元
旦
祈
祷

祭｣

が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
神
門
に
揚
げ
ら
れ
た
干

支
ね
ぶ
た
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
、

魂
が
吹
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

早
朝
午
前
六
時
に
は

｢

歳
旦

祭｣

が
斎
行
さ
れ
、
皇
室
の
弥

栄
と
我
が
国
の
隆
昌
が
祈
念
さ

れ
ま
し
た
。

�
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�

� �
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年
頭
に
当
り
、
本
年
の
邪
気

災
厄
を
祓
い
除
く
追
儺
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
だ
夜
が
明
け
き

ら
な
い
早
朝
、
神
社
の
起
源
に

ま
で
遡
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
難な
ん

波ば

の
小こ

池い
け

よ
り
、
清き
よ

前さ
き

に
使
わ
れ

る
若
水
が
汲
み
上
げ
ら
れ
、
午

後
八
時
、
境
内
の
明
か
り
を
す

べ
て
消
し
た
浄
闇
の
中
、
追
儺

神
事
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

神
事
で
は
、
日ひ

陰
蔓

か
げ
か
づ
ら
で
編
ま

れ
た
兜
、
金か
な

木て
ぎ

・
太
刀
・
弓
矢

が
副
士
長
よ
り
手
渡
さ
れ
、
清

前
が
捧
げ
撤
か
れ
ま
す
。
そ
の

新
し
い
年
へ
の
願
い
を
込
め
、
寒
川
大
明

神
の
広
大
無
辺
な
る
八
方
除
の
御
神
徳
を
仰

ぐ
大
勢
の
方
々
が
、
昨
年
末
に
真
新
し
く
甦

り
ま
し
た
神
池
橋
を
渡
り
、
よ
り
清
々
し
い

心
持
ち
に
て
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
本
年
で

｢

迎
春
干
支
ね
ぶ
た｣

も
、

十
二
支
が
一
巡
と
な
り
、
そ
の
記
念
と
し
て

神
門
の
柱
に
も
昇
竜
を
描
き
、
開
運

｢

五
行

の
龍｣

(

千
葉
作
龍
氏
作)

と
題
し
お
参
り

さ
れ
る
方
々
の
災
禍
を
祓
い
、
福
を
招
く
縁

起
物
と
し
て
神
門
を
一
層
色
鮮
や
か
に
彩
り
、

訪
れ
る
参
拝
者
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
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後
、
�
宝
物
数
へ
�
と
称
す
る

矢
の
唱
言
が
唱
え
ら
れ
、
場
所

を
本
殿
に
移
し
、
渡
さ
れ
た
金

木
、
太
刀
に
て
追
儺
板
を
打
鳴

ら
し
、｢

難
波
の
小
池｣

と
高

唱
し
な
が
ら
本
殿
を
三
度
廻
り

災
厄
を
追
い
祓
い
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
は
、
神
前
に
備

え
ら
れ
た
魔
除
け
の
弓
矢
が
参

列
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

▲追儺祭神具を授与する
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金
木

兜

弓
矢

太
刀
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年
の
初
め
に
当
り
、
皇
位
の

大
本
と
由
来
を
祝
し
た
祭
典
が

宮
中
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
目

前
に
し
た
去
る
十
二
月
三
十
一

日
、
一
年
間
の
最
後
の
神
事
で

あ
る
師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭
が

執
行
さ
れ
、
半
年
間
の
罪
穢
が

祓
い
清
め
ら
れ
た
後
、
全
国
の

氏
子
崇
敬
者
が
寒
川
大
明
神
の

御
加
護
の
も
と
で
、
心
身
共
に

清
々
し
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
無
病
息
災
が
祈
念
さ
れ
ま

し
た
。
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当
神
社
で
も
こ
の
祭
典
に
あ

わ
せ
て
、
皇
室
の
元
始
を
し
の

び
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民

の
繁
栄
を
お
祈
り
す
る
元
始
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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� �
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午
前
十
時
御
本
殿
に
お
い
て

祭
典
が
行
な
わ
れ
た
後
、
内
庭

斎
場
に
て
神
職
二
名
が
大
的
に

矢
を
射
る

｢

武
佐
弓
神
事｣

が

行
な
わ
れ
、
本
年
の
吉
凶
が
占

わ
れ
ま
し
た
。

神
事
終
了
後
に
は
、
大
的
の

両
脇
に
付
さ
れ
た
麻
が
、
安
産

や
建
築
の
お
守
と
し
て
ご
参
拝

の
皆
様
に
頒
け
ら
れ
ま
し
た
。
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巫
女

� �
�
�

�
�

今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

や
友
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
今

ま
で
の
ご
恩
を
忘
れ
ず
に
立
派

な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巫
女

�
�
	


�

成
人
を
迎
え
、
二
十
年
間
を

振
り
返
る
と
、
多
く
の
経
験
の

中
で
温
か
く
見
守
り
育
て
て
く

れ
た
家
族
や
、
沢
山
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
、
今
の
私
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
す

る
と
共
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
自
分
を
磨
き
、
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
勤
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

巫
女

�


�
�

成
人
式
を
迎
え
、
今
ま
で
出

会
っ
た
方
々
、
そ
し
て
何
よ
り

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
人
様
の
お
役
に
立
て
る

様
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
に
寒
川
町
へ

納
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ご
協
力
下
さ

い
ま
し
た
皆
様

に
ご
報
告
さ
せ

て
頂
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
末
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
の
協
力
を
皆

様
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
二
四
三
、
〇
五
九

円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
去
る
十
二
月
二
十
八

か
ね
て
よ
り
当
神
社
を
ご
崇

敬
頂
い
て
お
り
ま
す
、
衆
議
院

議
員
、
自
由
民
主
党
幹
事
長
の

石
原
伸
晃
氏
が
、
一
月
十
七
日

後
援
会
の
皆
様
方
と
バ
ス
二
十

台
以
上
で
参
拝
さ
れ
、
寒
川
大

明
神
に
国
家
安
泰
を
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。

石
原
先
生
に
は
日
頃
よ
り
ご

参
拝
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
後

援
会
と
し
て
は
二
度
目
で
あ
り
、

先
生
ご
夫
妻
は
、
内
庭
に
て
後

援
会
の
皆
様
全
員
と
、
記
念
撮

影
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
台
風
十
五
号
に
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
、
未
だ
に
復
興
の
目
処
す
ら
た
た
ず
に
、
新
年

を
迎
え
た
金
華
山
黄
金
山
神
社
の
支
援
を
初
詣
に
来

ら
れ
た
皆
様
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
々

よ
り
多
額
の
お
志
し
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ

の
義
捐

金
に
併
せ
職

員
が
持
ち
寄

っ
た
白
衣･

足

袋
な
ど
も
黄

金
山
神
社
へ

と
届
け
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略)

百
万
円

㈲
島
崎
商
事

茅
ヶ
崎
市
室
田

三
十
万
円

㈲
丸
井
紙
店

山
梨
県
西
八
代
郡

十
万
円

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横
浜
市
磯
子
区

〃

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

藤
沢
市
本
町

〃

㈱
神
奈
川
中
宣

平
塚
市
代
官
町

〃

熊
澤
酒
造
㈱

茅
ヶ
崎
市
香
川

八
万
円

郡
山

宗
典

宮
城
県
仙
台
市

五
万
円

福

岡

園

藤
沢
市
宮
原

〃

㈱
サ
ン
ユ
ー

平
塚
市
夕
陽
ヶ
丘

〃

㈱
コ
ー
メ
ー

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

寒
川
町
一
之
宮

三
万
円

㈱
長
谷
川
製
作
所

埼
玉
県
草
加
市

〃

ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

平
塚
市
東
中
原

〃

豊

月

堂

寒
川
町
一
之
宮

〃

門
前
だ
ん
ご
茶
屋

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
丸
辰
商
会

兵
庫
県
神
戸
市

〃

㈲
マ
ル
シ
ゲ

寒
川
町
岡
田

〃

井
出

征
昭

寒
川
町
宮
山

二
万
円

羽
賀

護

横
浜
市
港
南
区

〃

村
田
商
事
㈱

寒
川
町
一
之
宮

〃

�
橋

勉

寒
川
町
一
之
宮

〃

大
川

哲
平

寒
川
町
宮
山

〃

大

黒

屋

寒
川
町
岡
田

〃

㈲
寒
川
製
材
所

寒
川
町
一
之
宮

二
万
円

峯
村

孝
親

東
京
都
立
川
市

〃

戸
塚

恵
治

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
金
庫
屋
商
店

寒
川
町
田
端

〃

�
梨

重
晴

平
塚
市
西
八
幡

〃

増
山

仲
雄

東
京
都
中
央
区

〃

ほ
り
む
ら
薬
局

寒
川
町
小
谷

〃

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

厚
木
市
恩
名

〃

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

藤
沢
市
藤
沢

〃

小
菅

千
鳥

寒
川
町
宮
山

〃

村
松
商
事
㈱

寒
川
町
岡
田

〃

東
木
材
㈱

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス
寒
川
町
倉
見

〃

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

寒
川
町
宮
山

〃

さ
が
み
や
菓
舗

寒
川
町
一
之
宮

〃

杉
原
ト
キ
江

横
浜
市
港
南
区

〃

青
木
勝
四
郎

藤
沢
市
宮
前

〃

ヨ
シ
カ
ワ

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈱

湘

南

茅
ヶ
崎
市
矢
畑

一
万
円

宮
澤

枝
里

東
京
都
品
川
区

〃

西
村
知
永
乃

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

古
郡
英
雄
税
理
士
事
務
所

厚
木
市
栄
町

〃

原

一
夫

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
イ
ソ
ダ

横
浜
市
旭
区

〃

西
村

和
生

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

一
万
円

大
井
商
事
㈱

茅
ヶ
崎
市
南
湖

〃

㈱
ア
ー
ク
ル
海
老
名
営
業
所

海
老
名
市
門
沢
橋

〃

福�
千
寿
会
き
く
の
郷

寒
川
町
小
動

〃

㈱
須
藤
製
作
所

藤
沢
市
川
名

〃

大
場

智
雄

茅
ヶ
崎
市
旭
が
丘

〃

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

静
岡
県
富
士
市

〃

㈱
ア

グ

寒
川
町
岡
田

〃

渡
邊

智
郎

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈲
ハ
ウ
ス
ニ
ュ
ー
ム
ラ
寒
川
町
宮
山

〃

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

寒
川
町
宮
山

〃

長
嶋
福
ダ
ル
マ
物
産

平
塚
市
宮
松
町

〃

㈱

青

葉

寒
川
町
宮
山

〃

㈲
松
乃
鮨

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈲
湘
南
電
気
工
事

寒
川
町
大
曲

〃

田
舎
寿
司

寒
川
町
岡
田

〃

佐
々
木
康
子

川
崎
市
麻
生
区

〃

㈲
寒
川
建
材

寒
川
町
宮
山

〃

㈲

二

幸

小
田
原
市
早
川

〃

相
模
興
業
㈱

海
老
名
市
中
新
田

〃

㈲
平
成
工
業

茅
ヶ
崎
市
室
田

〃

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

寒
川
町
宮
山

〃

丸
�
工
業
㈱

東
京
都
中
央
区

〃

末
�

實

大
分
県
宇
佐
市

〃

㈱

角

津

綾
瀬
市
深
谷
南

〃

原
田
富
美
枝

鎌
倉
市
梶
原

〃

橋
本

允

東
京
都
板
橋
区

〃

寒
川
病
院

寒
川
町
宮
山

〃

秋
山
商
事
㈱

厚
木
市
水
引

〃

日
本
精
麦
㈱

寒
川
町
田
端

〃

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

埼
玉
県
所
沢
市

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

㈱

木

内

茅
ヶ
崎
市
南
湖

〃

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

平
塚
市
明
石
町

〃

㈱
岸
本
建
設
工
業

平
塚
市
東
豊
田



さ が み����� ����	
�� �

一
万
円

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

厚
木
市
中
町

〃

㈱
植
藤
造
園

京
都
府
京
都
市

〃

こ
み
ね
化
粧
品
店

東
京
都
北
区

〃

藤
盛

武
司

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

東
京
都
文
京
区

〃

大
塚

桂
子

横
浜
市
南
区

〃

中
島
青
果

寒
川
町
一
之
宮

〃

茨
田

康
雄

東
京
都
大
田
区

〃

大
村
紙
業
㈱

茅
ヶ
崎
市
甘
沼

〃

百
崎
製
菓
㈱

横
浜
市
金
沢
区

〃

㈱
張
替
工
業

寒
川
町
大
曲

〃

㈲
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
浜
名

海
老
名
市
本
郷

〃

原
田

榮
一

鎌
倉
市
梶
原

〃

大
滝

光
雄

藤
沢
市
辻
堂
新
町

〃

新
藤

敦
子

埼
玉
県
越
谷
市

〃

菅
原

正
巳

寒
川
町
岡
田

〃

河
村

勝
雄

兵
庫
県
神
戸
市

〃

三
留
米
店

寒
川
町
岡
田

〃

中
山

修

兵
庫
県
神
戸
市

〃

佐
藤

清
子

東
京
都
文
京
区

〃

廣
岡

惟
禎

東
京
都
世
田
谷
区

〃

福
田

豊

平
塚
市
大
神

〃

山
口

昭
夫

東
京
都
町
田
市

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

阿
野

和
隆

藤
沢
市
大
庭

〃

㈱
横
浜
銀
行

茅
ヶ
崎
市
新
栄
町

五
万
円

天
野

義
克

寒
川
町
小
谷

〃

坂
本

和
弘

茅
ヶ
崎
市
み
ず
き

〃

小
山
惠
美
子

東
京
都
町
田
市

〃

小
山

好
子

東
京
都
町
田
市

〃

㈱
舞
工
房

埼
玉
県
春
日
部
市

三
万
円

鈴
木

紀
夫

兵
庫
県
西
宮
市

三
万
円

萩
原

和
夫

埼
玉
県
戸
田
市

〃

稲
葉

喜
一

東
京
都
三
鷹
市

〃

㈱
天
幸
物
流

厚
木
市
酒
井

〃

安
田

斡
司

茅
ヶ
崎
市
南
湖

二
万
円

近
藤

英
之

茅
ヶ
崎
市
南
湖

〃

㈱
山
上
工
務
店

寒
川
町
岡
田

〃

種
市

良
弘

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

峯
村

孝
親

東
京
都
立
川
市

〃

笠
原

數
枝

東
京
都
荒
川
区

一
万
円

�
橋

計
次

千
葉
県
船
橋
市

〃

三
田
村

曉

横
浜
市
泉
区

〃

山
�

由
子

東
京
都
江
東
区

〃

尾
崎

一
夫

東
京
都
板
橋
区

〃

大
関

幸
子

東
京
都
江
東
区

〃

笠
原

則
子

東
京
都
荒
川
区

〃

大
河
原
雅
人

東
京
都
文
京
区

〃

早
�

信
義

厚
木
市
鳶
尾

〃

倉
田

良
男

藤
沢
市
片
瀬
山

〃

鈴
木

由
美

鎌
倉
市
今
泉
台

〃

川
端
多
江
子

横
浜
市
港
南
区

〃

樫
村

久

茨
城
県
土
浦
市

〃

佐
伯

葉
子

相
模
原
市
南
区

〃

佐
伯

光
代

相
模
原
市
南
区

〃

菅
原

崇

川
崎
市
宮
前
区

〃

ア
ー
バ
ン
リ
プ
ロ
㈱

横
浜
市
戸
塚
区

〃

八
幡

登
弌

茅
ヶ
崎
市
堤

〃

井
出

絹
代

大
和
市
福
田

〃

加
藤

秀
幸

藤
沢
市
弥
勒
寺

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈲
ニ
ュ
ー
フ
タ
バ

東
京
都
八
王
子
市

〃

酒
井

米
男

長
野
県
長
野
市

〃

㈱
西
谷
塗
工

愛
甲
郡
愛
川
町

〃

松
本

光
子

東
京
都
台
東
区

〃

東
内
紀
美
子

東
京
都
新
宿
区
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その�������
第２回目の行先は 『ハワイ』 フリータイム
最終日は謝恩ディナーパーティー

その���������
“１万円又は５千円券”を抽選でプレゼント

その������� 
宴席(食事)ご利用の方に限り部屋料を半額サー
ビスさせて頂きます ��

��������	

�������������

◇衣裳､美容体験 10：00～
◇雅楽生演奏 11：00～
◇挙式セミナー 11：30～
◇奉告の儀 11：50～
◇模擬挙式 12：30～
◇模擬披露宴 13：15～
◆各種相談コーナー (随時)
◆カラーコーディネート (随時)
◆人力車試乗体験 (随時)
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開催時間
午前10時～午後５時
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年
末
年
始

������� �
������� �

������� �
������� �

������� �
������� �

������� �
������� �

年
末
年
始
に
か
け
て
大
勢
の
学
生
の
方
々
に
ご
奉
仕
頂
き
、
恙

無
く
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
助
勤

者
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一
部
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

私
は
、
昨
年
の
年
末
か
ら
年

始
に
亘
り
御
奉
仕
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
遅
く
ま

で
、
御
祈
祷
が
途
切
れ
る
こ
と

が
な
く
、
全
国
各
地
か
ら
の
大

勢
の
方
々
に
よ
る
列
は
、
ま
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
大
勢
の
方
々
の
一
人
一
人

が
大
神
様
の
御
加
護
を
戴
く
と

い
う
敬
神
の
念
を
間
近
に
感
じ

感
動
致
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
、
今
後
の
糧
と
し
神

職
と
し
て
の
資
質
を
高
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
よ
り
一
層
の
精
進
に
励

ま
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
寒
川
神
社
で
の
御
奉

國
學
院
大
學

神
道
學
専
攻
科

�
�

�
�

仕
体
験
を
基
に
し
て
、
御
氏
子

崇
敬
者
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る

神
職
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お

忙
し
い
中
お
時
間
を
割
き
御
指

導
下
さ
り
ま
し
た
職
員
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

相
模
女
子
大
学

一
年

�
�

�
�

私
は
、
本
年
御
殿
に
て
初
め

て
御
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

白
衣
、
赤
い
袴
に
身
を
つ
つ

み
、
寒
川
神
社
に
御
参
拝
さ
れ

る
方
々
の
長
い
列
を
見
て
は
、

緊
張
で
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。

御
祈
祷
に
来
ら
れ
た
方
々
に

御
神
札
を
お
渡
し
す
る
と
い
う

御
奉
仕
に
、
最
初
は
慣
れ
ず
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
へ
の

不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
礼
儀
や
接
す
る

際
の
態
度
、
丁
寧
な
言
葉
遣
い
、

気
遣
い
な
ど
、
新
年
を
心
良
く

迎
え
て
い
た
だ
く
為
に
心
が
け

る
べ
き
こ
と
が
み
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
御
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

自
分
の
糧
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
神

社
職
員
の
皆
様
か
ら
親
切
丁
寧

な
ご
指
導
を
頂
き
、
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

東
京
工
芸
大
学

二
年

	



�
�

寒
川
神
社
で
御
奉
仕
さ
せ
て

頂
く
の
は
今
年
で
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
参
拝
者
の
方
と
接
す

る
機
会
の
多
い
授
与
所
で
は
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
授
与

品
を
受
け
て
頂
き
た
い
、
少
し

で
も
素
敵
な
一
年
に
な
る
よ
う

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
、
私
は
常
に
笑
顔
を
心
掛

け
ま
し
た
。
す
る
と
笑
顔
を
見

せ
て
下
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
ほ
ん
の
些
細
な

事
で
す
が
私
は
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
ま
し
た
。
挨
拶
を
返
し
て

下
さ
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
、

と
言
葉
を
下
さ
っ
た
り
、
小
さ

な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

と
接
す
る
事
の
温
か
さ
、
言
葉

の
大
切
さ
な
ど
を
改
め
て
学
ば

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
も
と
に
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
周
り

の
人
達
を
大
切
に
し
て
生
き
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
女
子
体
育
大
学

四
年


�

�
�

こ
の
度
、
初
め
て
御
奉
仕
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
主
に
、

御
祈
祷
を
終
え
ら
れ
た
皆
様
か

ら
格
衣
を
受
け
取
る
御
奉
仕
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
拝
に
来
ら
れ
た
方
々
の
期

待
に
満
ち
た
表
情
を
見
な
が
ら
、

皆
様
の
大
切
な
一
年
の
始
ま
り

に
携
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

ま
た
そ
の
責
任
感
か
ら
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
御
奉
仕
に
望

み
ま
し
た
。
同
時
に
、
真
摯
に

皆
様
の
想
い
に
応
え
よ
う
と
す

る
職
員
の
方
々
の
姿
勢
に
触
れ
、

私
も
自
分
自
身
の
あ
り
方
や
物

事
に
望
む
心
構
え
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
春
よ
り
社
会
人
と
な
り
ま

す
が
、
今
回
の
貴
重
な
経
験
で

学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
よ

り
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
親
切
丁
寧
に

ご
指
導
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

����
��

��
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少
年
館
で
毎
月
一
回
行
わ
れ
て

い
ま
す
俳
句
講
座
で
は
、｢

Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部｣

に
毎
年
投
句
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
、
館
生
の
句
が
特
選
と
秀
作

に
各
々
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
か

ら
三
八
、
七
四
六
句
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
た
中
、
特
選
に
は
六
〇
句
、

秀
作
に
は
一
二
〇
句
、
入
選
一
、

〇
〇
〇
句
と
僅
か
三
％
の
入
賞
数

で
厳
し
い
審
査
の
結
果
、
見
事
な

入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
入

賞
者
が
発
表
さ
れ
、
賞
状
は
高
橋

先
生
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
神

道
入
門
講
座
恒
例
の
注
連
飾
り

製
作
が
、
館
生
親
子
七
十
名
の

参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

稲
藁
を
縒
っ
て
注
連
縄
を
作

り
、
そ
こ
へ
縁
起
物
の
末
広
や

裏
白
・
橙
な
ど
を
取
り
付
け
て

完
成
だ
が
、
中
々
上
手
く
い
か

ず
、
親
子
力
を
合
わ
せ
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
最
後

に
は
立
派
な
注
連
飾
り
に
仕
上

が
っ
た
。

こ
の
模
様
が
当
日
、
Ｔ
Ｖ
神

奈
川
で
放
映
さ
れ
、
親
子
共
同

作
業
の
少
な
く
な
っ
た
昨
今
、

親
子
の
関
係
を
注
連
縄
の
よ
う

に
深
め
合
え
た
一
日
と
な
っ
た
。

�
	

�
�



�
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親
子
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
新
春
鏡
開
き

昨
年
の
活
動
納
め
は
十
二
月

十
八
日
、
カ
ブ
隊
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
隊
合
同
で
、
親
子
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
、
お
腹
一
杯
で

活
動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
最
初
の
活
動
は

一
月
二
十
二
日
、
一
番
に
寒
川

神
社
へ
全
員
で
お
参
り
し
、
今

年
の
活
動
の
無
事
安
全
を
お
祈

り
し
た
後
、
恒
例
の
新
春
鏡
開

き
を
行
い
ま
し
た
。

神
様
に
お
供
え
さ
れ
た
お
餅

が
入
っ
た
お
し
る
こ
は
、
い
つ

も
な
が
ら
絶
品
で
、
寒
さ
で
冷

え
き
っ
た
隊
員
等
の
心
と
体
を

暖
め
、
元
気
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
栄
え
あ
る
入
賞

を
果
た
し
た
二
人
に
、
館
長
先

生
か
ら
も
特
別
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

�
�寒

川
小
三
年

増
山

葉
月

�
�
�
�
�
�
�

�
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�
�寒

川
小
二
年

袴
田
菜
々
香

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
親
子
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

�
干
支
ね
ぶ
た
の
前
に
集
合

�
新
年
は
じ
め
て
の
お
参
り

▲ 増山 葉月

▲ 袴田菜々香
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看
護
師

松
尾
英
衣
子

看
護
師

日
比
麻
理
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

�
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�
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看
護
師

三
澤

美
咲

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日

����	
�� さ が み ������
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現
代
病
と
も
い
え
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
通
称

｢

メ
タ
ボ｣

と
対
に
な
っ
て
最

近
注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

通
称：

ロ
コ
モ)

と
い
う
言

葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
は
医
学
上

メ
タ
ボ
と
対
に
な
る
病
気
で
、

人
間
の
身
体
の
骨
、
関
節
、
筋

肉
、
神
経
な
ど
、
内
臓
を
除
い

た
部
分
に
問
題
が
お
き
、
重
症

に
な
る
と
寝
た
き
り
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
運
動
不

足
や
食
生
活
で
骨
や
関
節
が
も

ろ
く
な
り
、
靴
下
や
ズ
ボ
ン
な

ど
を
履
く
と
き
に
踏
ん
張
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
バ

ラ
ン
ス
を
と
れ
な
い
症
状
が
ロ

コ
モ
予
備
軍
と
し
て
若
年
者
に

も
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ロ
コ
モ
と
は
簡
単
に
直
訳
す

る
と

｢

歩
け
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い

(

？)

症
候
群｣

の
こ

と
で
す
。

日
本
整
形
外
科
学
会
が
、
２

０
０
７
年
に
、
運
動
器
の
機
能

の
衰
え
か
ら
日
常
生
活
の
自
立

度
が
低
下
し
て
介
護
や
寝
た
き

り
に
な
る
確
立
が
高
い
状
態
を

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
提
唱
し
ま
し
た
。
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、｢

ロ
コ

モ｣

と
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

日
本
語
で
は

｢

運
動
器
機
能
低

下
症
候
群｣

と
訳
さ
れ
ま
す
。

ロ
コ
モ
の
対
象
と
な
る
主
な
疾

患
と
し
て
は
、
骨
粗
鬆
症
、
変

形
性
関
節
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

脊
椎
圧
迫
骨
折
、
大
腿
骨
頸
部

骨
折
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾

患
を
放
置
す
る
と
、
運
動
器
不

安
定
症
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、

主
に
運
動
器

(

筋
肉
、
腱
、
靭

帯
、
骨
、
関
節
、
神
経
、
脈
管

系
な
ど)

の
障
害
の
た
め
に
要

介
護
と
な
る
危
険
性
の
高
い
状

態
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
器
機
能
低
下
を
防
止
し
、

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は

骨
や
関
節
を
鍛
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
運
動
を
し
な
い
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状
態
が
続
く
の
は
、
筋
力
を
衰

え
さ
せ
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
の

低
下
を
招
き
、
運
動
能
力
が
低

下
し
て
要
介
護
度
の
悪
化
や
寝

た
き
り
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

最
近
は
若
年
層
の
体
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
て
、
若
年
で

骨
粗
鬆
症
に
な
る
女
性
も
い
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
、
骨

自
体
が
も
ろ
い
の
で
ち
ょ
っ
と

転
ん
だ
だ
け
で
も
大
怪
我
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
ロ

コ
モ
は
、
高
齢
者
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
若
年
の
頃
か
ら
の

対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
病
気
で

も
あ
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
は
、
メ
タ
ボ
や
認
知

症
と
並
び
、
健
康
寿
命
の
短
縮
、

ね
た
き
り
や
要
介
護
状
態
の
３

大
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
は
、
加
齢
や
運

動
不
足
に
よ
り
、
身
体
機
能
の

低
下
、
運
動
器
疾
患
に
よ
る
痛

み
、
易
骨
折
性
な
ど
、
多
様
な

要
因
が
か
さ
な
り
、
バ
ラ
ン
ス

能
力
、
体
力
、
移
動
能
力
の
低

下
を
き
た
し
て
、
つ
い
に
は
立
っ

て
歩
く
こ
と
や
、
衣
服
の
着
脱
、

ト
イ
レ
な
ど
、
最
低
限
の
日
常

生
活
動
作
さ
え
も
、
難
し
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
進
行
す
る
こ

と
で
、
健
康
寿
命
が
短
く
な
っ

た
り
、
廃
用
症
候
群
、
寝
た
き

り
な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

��� !"#$%

& ' ２月29日(水)
午後３時～４時

&() 寒川神社 参集殿

% * +,-./"
0�&1�2

� 3 リハビリテーション科医長

真鍋 卓容

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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御
本
殿
奥
の
神
苑
に
は
、
昨

年
も
多
く
の
御
祈
祷
参
拝
者
が

入
苑
さ
れ
、
大
神
さ
ま
と
の
御

神
縁
を
感
じ
つ
つ
和
や
か
な
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
頂
き
ま
し
た
。

芽
吹
き
の
春
を
迎
え
、
今
年

は
予
定
よ
り
一
ヶ
月
早
く
開
苑

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
入
苑
券
を

持
参
の
上
是
非
ご
来
苑
下
さ
い
。
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追
儺
祭
の
根
源
。
難
波
の
小
池
と

清
前
、
兜
・
金
木
・
太
刀
・
弓
・
矢

待ま
つ

雪ゆ
き

草そ
う

。
名
前
の
イ
メ
ー
ジ

と
違
い
、
可
憐
な
が
ら
も
雪
の

中
で
春
を
告
げ
る
力
強
い
花
。

｢

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ｣

元
気
を
く
れ
る
こ
の
花
の
花
言

葉
は
�
希
望
�
で
あ
る
。(

尚)

元
日
や
天
下
御
免
の
昼
の
酒

飛
石

槿
花

用
務
員
両
手
か
ざ
せ
る
炭
火
か
な

菅
沼
う
め
の

妻
の
ゐ
て
共
に
白
髪
の
薺

な
ず
な

粥が
ゆ

相
原

白
蕗

農
日
記
た
っ
た
二
文
字
鍬
始

根
岸

君
子

水
鳥
の
日
ご
と
に
増
え
て
川
細
る

山
本

朝
子

立
ち
読
み
の
隣
も
隣
も
大
マ
ス
ク

倉
谷

節
子

見
馴
れ
た
る
庭
木
も
今
朝
の
淑
気
か
な

露
木
て
る
子

父
さ
ん
を
お
や
じ
と
呼
ん
で
成
人
日

松
本
美
智
子

鍬
始
抜
き
足
さ
し
足
鷺
あ
る
く

四
ッ
車
梢
月

初
日
記
一
句
を
書
い
て
終
わ
り
と
す

金
子

つ
ぢ

売
れ
残
る
福
袋
こ
そ
福
あ
ら
ん

岩
田
美
代
子

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ぬ
程
の
寒
さ
か
な

竹
村
真
砂
美

若
菜
野
へ
相
模
の
国
を
は
み
出
し
ぬ

宮
入

つ
る

冬
晴
や
煙
突
け
む
り
真
直
ぐ
に

皆
川
志
ん
ご

初
凪
の
浦
に
映
れ
り
朱
の
鳥
居

芹
沢

徳
光

寒
の
入
り
水
滴
ら
せ
包
丁
研
ぐ

菅
沼

保
幸

若
水
や
天
心
に
在
る
和
紙
の
月

金
指

月
光

七
日
粥
喉
の
嬉
し
き
介
護
匙

千
葉

静
香

初
夢
は
竜
に
跨
が
り
富
士
の
嶺

原
野

楽
天

年
毎
に
不
調
つ
ぶ
や
く
賀
状
増
え

三
輪

恭
子

餅
花
や
影
こ
き
ざ
み
に
地
震
ゆ
れ

伊
藤

公
一

糠
床
に
入
れ
る
年
酒
の
燗
ざ
ま
し

岡
田
風
呂
釜

じ
い
ち
ゃ
ん
を
心
の
さ
さ
え
と
仏
壇
に
出
か
け
る
前
に
は
手
を
合
す
孫

川
島
惠
美
子

十
五
分
歩
き
富
士
山
お
ろ
が
み
て
踵

き
び
す

を
返
す
楽
し
き

�
田
マ
ツ
子

早
朝
の
冨
士
と
大
山
見
下
ろ
す
よ
う
に
白
き
殘
月
西
空
に
あ
り

天
利

春
枝

庭
隅
に
咲
く
石
蕗
の
黄
の
色
に
花
の
灯
し
火
辺
り
を
照
ら
す

岡
元

芳
子

昼
寝
よ
り
さ
め
し
二
歳
が
ソ
フ
ァ
ー
ふ
く
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
よ
だ
れ
の
あ
と
を

堀
江

照
子

男
の
曽
孫
の
一
歳
の
誕
生
日
一
升
餅
を
�
�
さ
れ
ど
う
に
か
二
・
三
歩
あ
ゆ
む

宇
田
川
時
子

電
線
に
満ま

ん

丸ま
る

雀
す
ず
め

行
儀
よ
く
ず
ら
り
と
並
ぶ
寒
い
こ
の
朝

土
屋
ト
ミ
子

東
ひ
ん
が
し

の
夜
明
け
の
空
を
七
色
に
染
め
る
朝
日
に
心
や
す
ら
ぐ

三
留
と
く
子

並
木
道
眩
し
い
ほ
ど
の
黄
金
色
小
さ
な
扇
ひ
と
ひ
ら
舞
散
る

浜
田

寿
子

｢

お
早
よ
う｣

が
見
知
ら
ぬ
人
も
繋
げ
ゆ
く
今
日
も
流
る
る
空
気
さ
わ
や
か

山
口

幸
子

緑
な
す
神
社
の
庭
に
さ
り
げ
な
く
水
引
草
の
赤
き
一
茎

山
根
喜
美
代

ど
こ
ま
で
も
湘
南
の
空
�
青
な
り
み
ち
の
く
指
し
て
広
が
れ
届
け

安
藤

慧

寒
川
の
神
嶽
山
の
聖
地
な
る
水
の
恩
恵
農
を
は
ぐ
く
む

亀
山

文
子

庭
隅
に
広
葉
ぬ
き
出
で
石
蕗
の
黄
の
花
咲
け
り
か
す
か
に
に
ほ
ふ

杉
本

照
世


